
第５回みえインバウンド誘客計画検討有識者会議 議事次第 

 

日時：令和８年６月８日（月）  

１３時３０分～１４時３０分頃 

場所：三重県庁３階 プレゼンテーションルーム 

  

 

１ 開会 

 

 

２ 議事 

○みえインバウンド誘客計画（最終案）についての説明 （三重県） 

 

○知事挨拶 

 

○意見交換 

 

 

３ 閉会 

 

 

参考 配布資料 

（１）みえインバウンド誘客計画（最終案）の概要 

（２）みえインバウンド誘客計画（最終案） 



【敬称略/50音順】

氏名 所属・役職名 備考

1 石阪　督規 埼玉大学　教授 会場参加

2 伊与田　美歴 独立行政法人国際観光振興機構　理事 Web参加

3 柴原　昇 公益社団法人三重県観光連盟インバウンド委員会 委員長 Web参加

4 須﨑 充博 公益社団法人伊勢志摩観光コンベンション機構 専務理事 会場参加

5 本保　芳明 一般財団法人アジア太平洋観光交流センター　理事長 Web参加

6 三重野 真代 武蔵野大学経営学部 特任教授 Web参加

欠席

7 髙木 俊道
三重県旅館ホテル生活衛生同業組合 青年部長
（賢島の宿　みち潮　代表取締役）

欠席

8 山田　桂一郎
JTIC.SWISS　代表
和歌山大学観光学部客員教授

欠席

　第5回みえインバウンド誘客計画検討有識者会議　出席者名簿
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第５回みえインバウンド誘客計画検討有識者会議 
進行シナリオ 

 
 

時間 項目 

13:30-13:35 開会 

13:35-13:45 資料説明（三重県） 

13:45-13:50 知事入室・挨拶 

～報道機関退室～ 

13:50-14:29 意見交換 

14:29-14:30 閉会 

 



みえインバウンド誘客計画
最終案の概要

令和８年６月８日（月）
第５回みえインバウンド誘客計画検討有識者会議

三重県観光部



第4回有識者会議でのご指摘を受けた考え方（１/２）

ご意見 考え方

①日本人宿泊者が多い三重県では、日本人宿泊
者の繁忙期はこれ以上外国人宿泊者を増やす
余地が少ない。日本人宿泊者の閑散期に誘客
を進めるという視点があるとよい。

計画に月別の延べ宿泊者や重点市場の訪日旅
行が増加する時期に関するデータを追加するとと
もに、計画の基本的な方針に宿泊施設の繁閑期
をふまえたプロモーションに関して記載します。

②データに基づいた計画とするため、計画に記載
されていない指標も含め、データの根拠を整備
して、マーケティングをしていく必要がある。

計画「基本戦略２戦略的なプロモーション取組方
向（５）データマーケティングの基盤整備」に記載
済です。

③フィードバックの仕組みづくりが必要。 来年度以降も「みえインバウンド誘客計画検討有
識者会議」の中で、PDCAサイクルの評価を行い
ます。

④三重県と都道府県DMOである三重県観光連
盟との役割分担や官民の連携が重要である。

計画に三重県と三重県観光連盟の役割分担や、
県内観光事業者等の民間事業者との連携を記載
します。

１



第4回有識者会議でのご指摘を受けた考え方（2/2）

ご意見 考え方

⑤外国人旅行者は一部の地域に偏在して増加し
ていく。そのため地域住民の生活との両立とい
う観点が大切である。

計画の目標指標に加え、目標数値を定めず定期
的に数値を把握するモニタリング指標を設定し、
その中に住民満足度を測る項目を盛り込み、イン
バウンドを含む観光客と地域住民の生活の質の
確保との両立状況を把握します。

⑥宿泊の外国人比率が15％を超えるとオーバー
ツーリズム気味に感じてしまうのではないか。日
本人観光客とのバランスを計画に盛り込めると
よい。

計画の目標とする外国人延べ宿泊者数は、日本
人宿泊者数も考慮にいれたうえで算出します。

⑦量だけではなく質も、また国内客の受け入れに
ついても考えていることが体現されている。 ー

２



県内宿泊施設の繁閑の状況（20２５年）

○三重県全体では、１～2月、6月頃、９～１０月の延べ宿泊者数が相対的に少ないです。
○戦略的なマーケティングは、米国の学校夏休み期間（6月頃）など、市場の特性も意識して実施します。

３
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PDCAサイクル

本計画 次期計画

２０２６年 ２０２７年 ２０２８年 ２０２９年 ２０３０年 ２０３１年 ２０３２年

PLAN（策定・見直し）

DO（実行）

CHECK（点検）

ACT（改善）

三重県観光振興
基本計画

PDCAサイクル

○計画の評価は、みえインバウンド誘客計画検討有識者会議の枠組みを通して、毎年
行います。
○なお、２年後の202８年には中間評価を行います。

４

中間見直し

中間評価

計画の期間（検討中）策定
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みえインバウンド誘客計画 目標項目

（参考）外国人延べ宿泊者数の目標値設定について

（単位：万人）

（年）

目標項目 選定理由 2031年目標値の設定理由
現状値

（２０２５年）
目標値

（２０31年）

目標１ 外国人延べ宿泊者数
訪日外国人旅行者の訪問
者数を測定するため選定し
ます。

日本の総人口や宿泊施設の客室数の推
移をふまえ、日本人宿泊者の着実な受け
入れと県内宿泊施設の稼働率を適切な水
準で両立する観点で算出しました。

37.2万人
(速報値)

75.0万人

目標２
外国人県内消費単価
（宿泊者のみ）

訪日外国人旅行者の滞在
の質を向上させるために選
定します。

観光立国推進基本計画（第５次）における
訪日外国人旅行消費額単価の２０３０年目
標値までの増加率（9.2％）を参考に算出
しました。

9.3万円 10.2万円

目標３
外国人県内消費額
 （宿泊者のみ）

訪日外国人旅行者の地域
経済への貢献を重視する観
点から選定します。

2031年の三重県内外国人実宿泊者数の
推計値と外国人県内消費単価（宿泊者の
み）の目標値から算出しました。

238.5億円 530.0億円

現状

５

75.0

10年後（2035年）に外国人延べ宿泊者数を1００万人（現状比2.7倍）にすることを目標とし、本計画の最終年
度（2031年）の目標値として75万人（現状比２倍）を設定します。

2倍

2.7倍

日本人宿泊者をしっかりと受け入れつつ、県内の宿泊
施設稼働率（57.3％）を外国人宿泊者の増加により全
国平均（61.8％）まで引き上げるとして算出。



＜モニタリング指標＞

モニタリング項目 選定理由
現状値

（２０２５年）

外国人平均泊数※１

市場により1回あたりの平均泊数の傾向は異なりますが、
県内での滞在型周遊観光の促進にかかる施策の成果を
把握する観点から選定します。

1.45泊

外国人延べ宿泊者数に占める
重点6市場の割合※２

全市場からの外国人延べ宿泊者数の数値へ影響されま
すが、本県が重点市場として設定する６市場における取組
の成果を把握する観点から選定します。

31.0％

宿泊施設稼働率※3

訪日外国人旅行者と国内旅行者双方の需要動向を踏ま
えた受入余力や需給バランスを把握する観点から選定し
ます。

57.3％

観光従事者満足度※４
観光人材の確保、定着を図る観点から、労働環境や働き
がいなどを把握する観点から選定します。

64.4％

住民満足度※５
観光振興と地域住民の生活の質の確保との両立を図る
観点から選定します。

54.9％
（2024年）

外国人旅行者満足度※6

本県を訪れる訪日外国人旅行者が快適に観光を楽しん
でもらうための受入れ環境や基盤の充実を把握する観点
から選定します。

93.8％
（３２．６％）

（2025年秋・冬期調査）

みえインバウンド誘客計画 モニタリング指標

割合の指標など、具体的な目標値を設定することは難しいが、インバウンド誘客に取り組むうえで重要と考えられ
る指標についてモニタリング指標と設定して推移を把握します。

※１ 観光庁「宿泊旅行統計調査」より外国人延べ宿泊者数と外国人実宿泊者数の数値から算出
※２ 観光庁「宿泊旅行統計調査」より重点6市場における外国人延べ宿泊者数が全体の外国人延べ宿泊者数に占める割合
※３ 観光庁「宿泊旅行統計調査」より
※４ 県内宿泊施設従業員を対象とした県独自アンケート調査にて、「大変満足」「やや満足」と回答した人の割合
※５ 県「みえ県民１万人アンケート」にて、「観光客が増えると、どのような効果や影響があると思うか」に対し、「経済活性化や働く場の増加」「地域のにぎわいの向上」など、プラスの効果

 があると回答した割合
※６ 県独自のインバウンド実態調査で「観光した結果、この観光地はあなたの期待通りでしたか。」に対し、「期待以上だった」、「期待通りだった」、「どちらかといえば期待通りだった」と回

答した割合（かっこ書き内は「期待以上だった」と回答した割合） ６



（参考資料）最新の取組状況・トピックスについて

フランス企業の福利厚生旅行の誘致

2026F1日本グランプリ

国の大手媒体「TIME」誌が「The 
World's Greatest Places（世界で最も素
晴らしい場所）」を発表し、伊勢神宮が
「Places to Visit（訪れるべき場所）」

部門の全世界50箇所の一つに選出

TIME誌の世界で最も素晴らしい場所に伊勢神宮が選出

７

知事台湾ミッション

2024年度の取組

202５年度の取組

10月 Belle Planète社とMOU締結、観光セミナー（パリ）

１月 ファムトリップの実施

1１月 観光セミナー（パリ）

１月 ファムトリップの実施、Belle Planète社とMOUの改定締結

フランス企業の福利厚生旅行による宿泊者

が600人泊増加（催行時期：3～6月、9月～11月）

2026年はさらなる増加（1,000人泊）に向けて調整中

２０２５年の実績

7,000

50,000

80,000

105,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2017 2018 2019 2023 2024 2025 2026

（人）

（年）

昨年から大幅増の

 延べ 10.5 万人！
観客動員数は31.5万人
※2009年以降最多

Ｆ１日本ＧＰインバウンド観客動員数

米国の大手媒体「TIME」誌の
「The World's Greatest Places
（世界で最も素晴らしい場所）」のうち
「Places to Visit（訪れるべき場所）」部門の
50箇所の一つに選出

開催日 令和8年3月27日～29日 （鈴鹿での開催は36回目）

「TIME」誌は、1923年創刊の伝統ある米国のメディアであり、
世界最大級のニュース誌であり、国際的な影響力を誇っている。

令和8年3月15日～18日

・観光誘客セミナー  ・現地旅行会社との商談会
※観光誘客セミナーには観光・食・物産が一体となったプロモーションを含む

今後、現地旅行会社に対するフォローアップのセールスを実施予定。

台北、高雄

実施日 実施都市

実施イベント

伊勢神宮



○ 外国人延べ宿泊者数のコロナ禍前からの回復率が全国47位（2024年）となるなど、回復に遅れ。

みえインバウンド誘客計画＜最終案＞【概要版1／２】

本県の魅力を求めて様々な国・地域からインバウンドが本県を訪れ、人口減少により顕在化した

国内旅行者の減少を補い、観光産業が本県経済を支える主要な産業として持続的に発展している

10年後の
めざす姿

（１）訪日外国人旅行者受け入れの基盤となる宿泊施設や交通、
ガイド人材などの観光インフラの充実を図る。

（２）時間帯・エリア・交通動線等による混雑の「偏在」である、い
わゆるオーバーツーリズムを未然に回避しながら取組を進め、
国・地域の多様化・分散化を図る。

（３）データに基づき重点的に取り組む市場の絞りこみを行い、
県内宿泊施設の繁閑の状況や市場ごとの嗜好をふまえたプロ
モーションを戦略的に展開する。

（４）ゲートウェイや交通アクセスを考慮して本県を含む新たな
周遊ルートを確立し、ゴールデンルートを周遊する旅行者など、
東京や大阪で入国する旅行者の取り込みを図る。

（５）近隣府県や県内市町・ＤＭＯ、県内観光関係者等との連携
を強化しつつ地域一体となった誘客取組を実施する。

（６）取組を充実・継続していくため、人材の確保・育成に努めると
ともに、安定的な財源確保について検討する。

計
画
の
目
標

○外国人延べ宿泊者数 
（令和７年）37.2万人 

○外国人県内消費単価
（令和７年）9.3万円 

○外国人県内消費額
（令和７年）238.5億円

基
本
戦
略

１ 観光インフラの充実

２ 戦略的なマーケティング

３ 取組の充実・継続

８

JNTOが設定する重点市場で誘客取組を実施するが、
リソースの関係上、以下の市場に注力する
重点市場（アジア）:台湾、タイ、シンガポール
重点市場（欧米豪）:フランス、ドイツ、米国
開拓市場:インドネシア、インド
※上記以外も人員・予算の範囲で対応

○ 訪日外国人旅行消費額は国内第２位の輸出産業に相当し、本県においても県内経済を支えていく主要産業の1つ。
特に南部など人口減少が著しい地域においては、交流人口の拡大も含め、地域の活性化に不可欠。

○ 本県では令和１５(２０３３)年に神宮式年遷宮を迎えるものの、長期的には国内旅行市場の縮小が想定されることから、
観光産業の持続的な発展に向けてインバウンド誘客に一層注力する必要がある。

（計画期間：令和８(2026)～13(2031）年度）

重
点
市
場

背
景

現
状
と
課
題

①受入環境（観光インフラの整備が不十分） ②ゲート・周遊（関空や成田・羽田からの旅行者の取り込みが不十分）
③認知度（交通アクセスを含め認知度が低い） ④対象市場（市場毎の戦術が不明確。コロナ前は結果として特定の国に集中）
⑤取組の継続性（体制や財源など）

基
本
的
な
方
針

○ 本県インバウンドは国・地域の裾野の広がりもあり一定増加の兆しが見られるが、一層この傾向を確かなものにしていく必
要がある。

※外国人延べ宿泊者数は速報値
※外国人県内消費単価と外国人県内消費額は宿泊者のみ

令和13年
75万人 

10.2万円 

530億円
※別途、モニタリング指標を設定



（１）観光人材の確保・育成
①推進体制の強化

・本県及び三重県観光連盟内における職員の育成 等

（２）安定的な財源確保の検討
①観光振興にかかる安定的な財源確保の検討

・観光振興にかかる安定的な財源確保の検討 等

みえインバウンド誘客計画＜最終案＞【概要版２／２】

３つの基本戦略と取組方向

【基本戦略１】観光インフラの充実
（１）ゴールデンルートを周遊する旅行者の取り込み
①新しい広域周遊ルートの確立

・ゴールデンルートと本県を含む具体的な周遊ルート造成 等

②他府県と連携したプロモーション

・広域DMOや近隣府県との連携したプロモーション実施 等

③交通事業者や空港との連携
・周辺大都市からのアクセス手段となる鉄道事業者との連携強化

    ・空港や航空会社と連携したプロモーション実施 等

④海外OTAの活用

・海外ＯＴＡ等を活用し、検索履歴をふまえた本県の情報発信 等

（２）認知度の向上
①日本政府観光局（JNTO）と連携した情報発信

・旅行博等の共同出展やJNTOのメディアを活用した情報発信 等

②デジタルを活用した情報発信
・インフルエンサ―や動画を活用した情報発信 等

③観光・食・物産が一体となったプロモーションの実施

・海外での観光・食・物産を一体とするプロモーション実施 等

④旅行会社等とのコネクションの形成
・現地レップによる継続的なセールスと旅行会社との関係構築
・県内観光関係者と国内外旅行会社等とのセールス機会創出 等

⑤国際的なイベントの知名度を活用した認知度の向上

・F1日本グランプリなどを活かした認知度向上と県内への波及 等

（３）重点的に取り組む市場
○重点市場…台湾、タイ、シンガポール、フランス、ドイツ、米国

○開拓市場…インドネシア、インド

（４）市場横断的な取組
①高付加価値旅行者層の誘致促進
・国モデル観光地事業における伊勢志摩観光コンベンション機構や

           奈良・和歌山との連携
 ・フランス福利厚生旅行の誘致 等

②MICE・産業観光の誘致推進

・MICE誘致補助金制度の運用、産業観光推進協議会との連携 等

（５）データマーケティングの基盤整備
①データに基づく観光マーケティング

・各種データを活用したマーケティングの実施 等

（１）快適な滞在環境の整備
①高付加価値旅行者向けの上質な宿泊施設の誘致

・上質な『みえ旅』宿泊施設立地補助金を活用した誘致促進 等

②宿泊施設・観光施設におけるインバウンド対応の推進

・施設のハード整備、ユニバーサルツーリズム対応 等

③観光防災の推進

・多言語による避難経路案内の整備や啓発活動 等

（２）交通アクセスの整備
①二次交通の充実

・公共ライドシェアの活用も含めた移動手段の確保 等

②新たな交通アクセスの検討

・リニア中央新幹線開業を見据えた交通ネットワークの検討

       ・空港から観光地までのスムーズな移動ルートの検討 等

③ハブ機能を担う駅の利便性向上

・乗換環境の改善などハブ機能を担う駅の利便性向上 等

（３）滞在型周遊観光の推進
①周遊促進に向けた滞在価値の創出

・本県の歴史文化によるストーリー性のある周遊ルートの造成 等

②ガストロノミーツーリズムの推進

・本県の強みを生かした食に関する高付加価値商品の造成 等

（４）ガイド人材等の育成・活用促進
①ガイド人材の育成・活用促進

・観光ガイドの育成プログラム実施 等

【基本戦略３】取組の充実・継続

【基本戦略２】戦略的なマーケティング

９



１「最終案」全体について

・第４回有識者会議でのご議論やパブリックコメント、県内観光関係者の

意見をふまえ、中間案から修正・追記した「最終案」全体について、

以下の項目を中心にご意見を賜りたい。

（１）計画の目標数値

（２）宿泊施設の閑散期における誘客（追加）

（３）国際的イベントを活用した認知度の向上（追加）

２ PDCAサイクルについて

・各取組の進捗状況において、引き続き「みえインバウンド誘客計画検討

有識者会議」を通して評価していく方向性について、ご意見を賜りたい。

３ 最新の取組状況・トピックスについて

・フランス福利厚生旅行

・米国の媒体「TIME」誌の世界で最も素晴らしい場所に伊勢神宮が選出

・2026 FIA F1世界選手権シリーズ Aramco 日本グランプリレース

・知事台湾ミッション

本日、特にご意見をいただきたいこと
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１ 計画策定の趣旨 

（１）背景・目的 

○ コロナ禍以降、訪日外国人旅行者数は旺盛な旅行意欲や円安等を背景に著しく増加

しており、訪日外国人旅行消費額は国内第２位の輸出産業に相当する水準まで成長

しています。一方で、都市部を中心とした一部の地域への観光客の偏在傾向が見られ、

オーバーツーリズムへの対応や地方への誘客促進などが課題となっています。 

○ 国は「第５次観光立国推進基本計画」に基づき、インバウンドの戦略的な誘客と住民

生活の質の確保との両立を図るとともに、観光地・観光産業の強靭化などを推進して

いくこととしています。また、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）は、様々な国や地域からの訪日

を促進し、インバウンド市場の多様化の流れをさらに後押しするため、市場ごとのニー

ズなどもふまえながら戦略的な訪日マーケティングを展開しています。 

○ 三重県においては、２０３３年の神宮式年遷宮に向けて国内旅行者のさらなる増加が

期待される一方、人口減少の進行に伴い長期的には国内旅行市場の縮小が想定さ

れることから、観光産業の持続的な発展に向けてインバウンド誘客に一層注力する必

要があります。 

○ 本県の外国人延べ宿泊者数のコロナ禍前（２０１９年）からの回復率については、２０２

４年は全国４７位でしたが、２０２５年は速報値ベースで全国３９位となるなど、インバウ

ンド市場の裾野の広がりとともに、一定増加の兆しが見られます。これらの傾向を確実

なものとし、さらなる誘客につなげていく必要があります。 

○ 「インバウンド誘客の取組は成果が現れるには時間がかかる一方、取組をやめるとす

ぐに来なくなる」との指摘もあります。また、さらなる誘客に向けては、宿泊施設や二次

交通などの観光インフラの整備が不十分なことや海外における本県の認知度が低い

こと、関西国際空港や成田国際空港・羽田空港から入国する旅行者の取り込みが不

十分であることなど、様々な課題があります。このため、本計画に基づいた取組を充実・

継続していくための推進体制の構築を図りつつ、データに基づき観光インフラの整備

やプロモーションなど、戦略的なマーケティングに資する取組を展開していきます。 
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（２）計画の位置づけ 

○ 本計画は、国の「観光立国推進基本計画」やＪＮＴＯの訪日マーケティング戦略と連動

を図るとともに、県の総合計画における観光政策を推進する「三重県観光振興基本計

画」に基づく訪日外国人旅行者の誘客を推進するための実施計画として位置づけま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画の期間 

○ 本計画の計画期間は、２０２６年度から２０３１年度までの６か年とします。 

○ 計画の推進にあたっては、中間評価を実施し、インバウンドを取り巻く環境の変化等を

ふまえ、必要に応じて重点市場の見直しなど計画内容の修正を行います。 

 

令和８年度 

（２０２６年度） 

９年度 

（２０２７） 

１０年度 

（２０２８） 

１１年度 

（２０２９） 

１２年度 

（２０３０） 

１３年度 

（２０３１） 

      

      

 

  

 

 
みえインバウンド 
誘客計画  

三重県観光振興 
基本計画 

 強じんな美し国ビジョンみえ 
 

 県の総合計画 

観光立国推進 

基本計画 
 

 
JNTO訪日マーケ

ティング戦略 

 みえインバウンド誘客計画 

 三重県観光振興基本計画（検討中） 
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２ 全国のインバウンドの現状 

（１）全国のインバウンドの現状 

①訪日外国人旅行者の増加 

○ 訪日外国人旅行者数は、旺盛な旅行意欲や円安等が追い風となり、コロナ禍前を上

回る水準で大きく増加しており、２０２５年には過去最高の４，２６８万人を記録しました。 

○ また、２０２５年の訪日外国人旅行消費額は９．５兆円で、自動車産業の１７．６兆円に次

ぐ国内の輸出産業で第２位に相当する水準となっています。 

 

図表 1-1 訪日外国人旅行者数の推移 

 
図表 1-2 製品別輸出額との比較 

521 614 673 733 835 835 
679 

861 
622 

836 
1,036 

1,341 

1,974 

2,404 

2,869 
3,119 

3,188 

412 

25 

383 

2,507 

3,687 

4,268 

単位：万人

訪日外国人旅行者数の推移

（出所）JNTO「訪日外客統計」
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②国・地域の動向 

○ 国・地域別の延べ宿泊者数では、アジアの一部の国・地域を除いて増加しており、欧米

豪の増加などにより訪日外国人旅行者市場の多様化が進んでいます。 

 

図表２-１ 国・地域別延べ宿泊者数（全国） 

 

 

図表２-2 国・地域別延べ宿泊者数および割合（全国）  

 

  

（出所）観光庁「宿泊旅行統計調査」 
       ※従業員が 10人以上施設の集計 
       ※2025年は速報値、2024・2019年は確定値 

       ※その他には不詳を含む 

3,040

1,969
1,748 1,729

651 635
406 404 340 294 255 250 210 205 202 201 183 138 96 70

2,327

（万人泊）2019年 2024年 2025年
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③訪日外国人旅行者の都市部への集中 

○ ２０２５年時点で、全国の延べ宿泊者数に占める外国人の割合は、全体の四分の一を

超えていますが、訪日外国人旅行者の宿泊地は東京・大阪・京都・北海道・沖縄・福岡

の上位６都道府県に７割超が集中しています。 

○ 宿泊地の偏在傾向はコロナ禍前よりも強まっており、地方誘客の取組の重要性が増し

ています。 

 

図表３-1 外国人延べ宿泊者数の比較                図表 3-2 外国人延べ宿泊者数 都道府県別割合 

（2025年） 

 

④ゲートウェイの集中 

○ 訪日外国人旅行者の７割以上が、成田国際空港、羽田空港、関西国際空港から入国

している一方、中部国際空港は全体の 3.4％に留まっています。 

 

図表 4 日本入国時の利用空港 

三大都市圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、

愛知県、京都府、大阪府、兵庫県 

※地方部とは、47都道府県より三大都市圏を除いた地域 

※三大都市圏とは、首都圏（東京・神奈川・埼玉・千葉）、愛知、京都、大阪、兵庫 

【参考】外国人比率（2025年） 全国：27.2% 地方部：16.5% 

（速報値） 
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⑤オーバーツーリズムの深刻化 

○ 一部の地域では、オーバーツーリズムによる過度の混雑や、マナー違反による地域住

民の生活への影響が深刻化しています。 

○ 対策に向け、観光庁は「オーバーツーリズムの未然防止・抑制をはじめとする観光地の

面的受入環境整備促進事業」により、観光地の受入環境の整備やマナー違反防止に

向けた取組を支援しています。 

○ また、オーバーツーリズム抑制に向けた施策の財源確保の１つとして「宿泊税」の検

討・導入も進んでいます。２０２６年には全国で約３０自治体が課税を開始する予定で

あり、県内では鳥羽市が４月より導入しています。 
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（２）国（観光庁）における観光立国推進基本計画の改定 

○ 国においては、「観光立国推進基本法」に基づき、観光立国の実現に向けた施策を総

合的かつ計画的に推進するため、「観光立国推進基本計画」を策定しています。 

○ ２０２６年３月に閣議決定された第５次観光立国推進基本計画（２０２６～２０３０年度）

では、観光が、交流人口・関係人口の拡大による地域の活力維持や国際相互理解の

促進に寄与するとともに、地域経済・日本経済の発展をリードする戦略産業であること

が示されています。 

○ 一方で、一部の都市・地域への観光客の集中により地域住民の生活の質の低下など

の懸念が生じており、観光立国の実現のためには国民の理解を得る取組の必要性が

指摘されています。そのため、地方誘客・需要分散やオーバーツーリズムの未然防止・

抑制に向けた対策強化等、観光客の受入れと住民生活の質の確保と両立のための施

策により重点を置くことが示されました。 

○ 同計画では、「インバウンドの戦略的な誘客と住民生活の質の確保との両立」「国内

交流・アウトバウンド拡大」「観光地・観光産業の強靭化」の３つの方針に基づいて施

策を推進することにより、日本の魅力・活力を次世代にも持続的に継承・発展させるこ

とができる観光の実現を目指すこととしています。 

 

（３）日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の取組 

○ 日本政府観光局（ＪＮＴＯ）では、第５次観光立国推進基本計画をふまえ、２０２６年度

から２０３０年度の５年間で観光の持続的な発展・消費額拡大・地方誘客促進の実現

を目指し、インバウンド市場の多様化の流れをさらに後押しすべく、戦略的な訪日プロ

モーションを実施するための戦略を策定しています。 

○ その中で、「持続可能な観光の実現に向けたインバウンド市場のさらなる多様化」、

「旅行消費額に着目したターゲティングとプロモーション」、「地方の観光地の魅力向

上／地方誘客促進」という取組の方向性が示されています。 

○ また、戦略の中には持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム）の推進のほか、市場

別や市場横断（高付加価値旅行、特定テーマ旅行など）、ＭＩＣＥにおける取組の方向

性が定められています。 
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３ 三重県のインバウンドの現状と課題 

（１）三重県のインバウンド誘客の現状 

①外国人延べ宿泊者数の動向 

○ 本県の外国人延べ宿泊者数について、２０２４年は２４．１万人で、コロナ禍前（２０１９

年）からの回復率（６２％）は全国４７位となっていました。 

○ 一方、２０２５年（速報値）は３７．２万人で現在の調査基準となった２０１１年以降で歴

代３位の水準となりました。前年比では全国３位の１５４％になるとともに、コロナ禍から

の回復率は９６％で全国３９位となり、増加の兆しが見られています。 

なお、本県の日本人延べ宿泊者数をみると、２０２５年は歴代３位の８９５．７万人を記録

するなど全国平均を上回って回復しており、訪日外国人旅行者を含めた全体の延べ

宿泊者数も９３３万人で歴代３位となりました。 

○ 本県の２０２５年の延べ宿泊者数における外国人比率は４．０％で、全国平均の２７．

２％や全国の地方部平均１６．５％よりも低い水準にあります。 

 

図表 5-1 外国人延べ宿泊者数の推移                図表 5-2 日本人・外国人延べ宿泊者数の推移 

 

 

 

 

（速報値） 

（出所）観光庁「宿泊旅行統計調査」より作成 
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②国・地域別の傾向 

○ コロナ禍前（２０１９年）と比べ、三重県の外国人延べ宿泊者の国・地域は多様化・分

散化しています。 

○ コロナ禍前（２０１９年）では、中国が４割以上を占めていましたが、近年（２０２５年）で

は、欧米や韓国・台湾などの割合が増加するなど、来訪者の国・地域の割合は変化し

ています。 

 

図表 6-1  国・地域別延べ宿泊者数（三重） 

 

 

図表 6-2  国・地域別延べ宿泊者数および割合（三重）

 

 （出所）観光庁「宿泊旅行統計調査」 
       ※従業員が 10人以上施設の集計 
       ※2025年は速報値、2024・2019年は確定値 
       ※その他には不詳を含む 

6.5

4.7 4.2

1.9
1.3 1.3 0.8 0.8 0.7 0.6 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3 0.1 0.1

4.9

（万人泊）2019年 2024年 2025年
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③旅行形態の傾向 

○ 三重県を訪れる訪日外国人旅行者の旅行形態は、個人手配の割合が増加傾向にあ

り、2024年で７割弱となっています。 

○ 他方、全国平均では個人手配の割合は８割を上回っています。全国と比べると、三重県

は団体旅行の割合が高い水準にあります。 

 

図表７ 旅行手配方法 

 

④空港別の利用割合 

○ 訪日外国人旅行者のゲートウェイとして、全国では成田国際空港、羽田空港、関西国

際空港の利用率は70%を超える一方、中部国際空港は3.4％と低い水準にあります。 

○ 三重県を訪れる外国人旅行者の約 65%は中部国際空港からの入国であり、利用率

の低いゲートウェイ（中部国際空港）に対する依存度が高い状況にあります。 

 

図表 8 日本入国時の利用空港 

72.6 

83.1 

58.2 

67.3 

20.2 

13.1 

37.7 

29.6 

全国（2019年）

全国（2024年）

三重県（2019年）

三重県（2024年）

単位（%）
個人 団体 その他

旅行手配方法

（出所）観光庁「インバウンド消費動向調査（２０１９年、２０２４年）」

全国籍・地域 

(2019 年) 

全国籍・地域 

(2024 年) 

三重県 

(2019 年) 

三重県 

(2024 年) 

（出所）観光庁「インバウンド消費動向調査(観光・レジャー目的)」(2019 年、2024 年) 
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⑤三重県への流出入ルート 

○ アジアの訪日外国人旅行者の三重県への流出入のルートは、愛知県が多い状況にあ

ります。特に、韓国は流出入ともに愛知県が大半を占めています。他方、台湾や中国は

関西圏との流出入も多い状況です。三重県を含む広域の周遊ルートが形成されてい

ることがうかがえます。 

○ 欧米豪の訪日外国人旅行者による三重県への流出入ルートは、京都、大阪、和歌山な

どの関西圏が中心です。 
 
図表 9 三重県への流出入ルート（国・地域別） 
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⑥スマートフォンの位置情報を活用したデータ 

○ 日帰り旅行者も含めた外国人来県者数は、台湾、中国、香港、タイ、韓国の順に多

く、上位５つの国・地域で６７．９％を占めます。 

○ 外国人来県者数全体の宿泊率は３３．８％であり、欧米市場においては５０％を超え

る国があるなど、数値が高い傾向にあります。 

 

図表１０ 日帰り旅行も含めた外国人来県者数の割合 

図表１１ 国・地域別の宿泊率 

（出所） モバイル空間統計 
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英国 1.8%
その他 15.7%
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⑦県内宿泊施設の繁閑の状況 

○ 三重県全体では、延べ宿泊者数が最も多いのは８月で、３～５月の春のシーズンや１１

月～１２月の秋から年末にかけても多い一方、１～２月の冬や６月頃、９～１０月は少ない

傾向にあります。 

 

図表１２ 月別外国人・日本人延べ宿泊者数（２０２５年速報値） 

 

 
 

 

 

0
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外国人 日本人

（出所）観光庁「宿泊旅行統計調査」より作成 
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（２）三重県のインバウンドの現状からみた課題 

○ 現状把握をふまえ、三重県の訪日外国人旅行者誘客に関する課題を、「①受入環境

（宿泊施設、交通アクセス、ガイド）」「②ゲート・流動・周遊」「③認知」「④対象市場」

「⑤取組の継続性」の５分野に整理し、受入環境については「宿泊施設」「交通アクセ

ス」「ガイド」の３項目に区分することで、計７項目の課題として整理しました。 
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①宿泊施設や二次交通などの受入体制（観光インフラ）の整備が不十分 

宿泊施設の課題 

○ 県内の観光関係者では、慢性的な人手不足に加えて、訪日外国人旅行者への対応が

できていない施設も多い状況にあります。 

○ アンケート調査では、受入環境に関する県内観光関係者の課題として、「外国語対応

ができる従業員の不足」や「多言語表示への対応」、さらには「食事対応（アレルギー、

ハラル対応等を含む※）」などが挙げられています。 

※食事対応については、アレルギーや宗教対応だけでなく「嗜好性」への対応も重要

であるという指摘もあります。特に、欧米豪などの訪日外国人旅行者は滞在期間が長

いため、日本食以外の食事を希求するケースも少なくありません。 

 

図表１３ 県内観光関係者へのアンケート調査 

 

 

【県内観光関係者へのアンケート調査 実施概要】 

・対 象 者：三重県内観光関係者 

・調 査 時 期：２０２５年７月１０日～７月３１日 

・調 査 方 法：三重県観光連盟インバウンド委員会、（公社）伊勢志摩観光コンベンション機構

加入団体へメールにより送付、ＷＥＢより回答 

・有効回収数：８１件（宿泊施設、宿泊施設以外観光施設、市町・ＤＭＯ、旅行会社） 

  

55.6%

44.4%

44.4%

40.7%

33.3%

29.6%

25.9%

7.4%

0.0%

59.0%

59.0%

43.6%

23.1%

28.2%

25.6%

38.5%

5.1%

5.1%

訪日外国人旅行者の認知度

外国語対応ができる従業員の不足

館内案内等の多言語表示への対応

食事対応（アレルギー、ハラル対応を含む）

施設の老朽化

従業員の不足

アクセス

その他

特になし
宿泊施設（n=27）

宿泊施設以外（n=39）

県内観光関係者へのアンケート調査

訪日外国人旅行者の受入における課題（複数回答可）
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交通アクセスの課題 

○ 県内の観光関係者の声として、三重県に来るまでのアクセス（一次交通）と、三重県を

訪れてからのアクセス（二次交通）の課題が指摘されています。 

○ 一次交通は、県外から三重県に行くための「アクセス方法がわかりづらい」という課題

があります。特に、名古屋駅からの乗り換えが複雑であることによる来訪のハードルが

高いと考えられます。 

○ 二次交通は、三重県内で「周遊しづらい」という課題があります。二次交通が弱いこと

でまちなかしか滞在できず、体験密度が高まりづらい状況にあります。また、夜の時間

帯の移動手段が乏しいことで、ナイトタイムエコノミー消費の喚起が不十分です。 

 

県内観光関係者へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇アクセス全般 

✓ 地域の受入れ課題としてアクセスが不便である。都心からの乗り継ぎ、また現地

を訪れてからの二次交通のいずれも不便である（旅行企画業） 

✓ インバウンドだけでなく地域へのアクセスが不便であり、二次交通の利便性を高

めることが重要である。三重県に空港がないことの影響は大きい（体験施設） 

〇一次交通 

✓ アクセスが不便である。大阪や京都から伊賀地域へのアクセスについても乗り換

えが必要となる（ので不便である）（ＤＭＯ） 

✓ イベントなどを開催しても名古屋からのアクセスが「分からない」という理由での

キャンセルが発生したことが複数回ある（ＤＭＯ） 

〇二次交通 

✓ 二次交通が弱くまちなか滞在しかできず、郊外まで周遊ができない（ＤＭＯ） 

✓ レンタカーなら来れるが、分かりやすい公共交通の提供が必要と感じている（Ｄ

ＭＯ） 

✓ 夜の遅い時間帯に、外出先からホテルに戻るためのタクシーの予約ができない

ことで、宿泊者が外出そのものを控えることがある。この状態では、ナイトレジャ

ーにおける消費機会を増やすことは難しい（宿泊施設） 
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ガイドの課題 

○ 三重県には、海・山・温泉などの自然環境に加え、伊勢神宮や熊野古道、忍者、海女文

化など、国内外で高い評価を受ける自然・歴史・文化資源が多く所在します。 

○ これらの地域資源を体験価値として来訪者に届けるには、ガイドによるストーリーの伝

達が必要である一方、対応できる人材が不足しています。 

 

県内観光関係者へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇外国語ガイド対応の現状 

✓ 通訳ガイドが不足する。特に春や秋に傾向が顕著にみられる（旅行企画業） 

✓ 英語や中国語を話すことができるスタッフがおらず、外国⼈スタッフの採⽤も考

えているが来てもらえるか不安である（レジャー施設） 

✓ （言語対応は）団体では添乗員に任せており、添乗員がいないと難しい。FITで

訪れる場合は、ポケトークを利⽤している（飲食・土産物店） 

✓ 英語を話すことができるスタッフもいるが、ポケトークやスマホの翻訳アプリ等で

対応している（宿泊施設） 

〇外国語ガイド対応の期待 

✓ ⾃然・アウトドアの知識を持ち、通訳が可能な専⾨ガイドが不⾜している（ＤＭＯ

等） 

✓ ＦＩＴには通訳をつけており、海⼥さんが話した内容を通訳が訳すことで海外⽂

化の理解を促している（飲食・文化施設） 

✓ 動画や通訳機器での対応を進めているが、今後は英語による直接説明の必要

性が高い。現状対応できる⼈材はおらず、十分な説明ができていない（飲食・文

化施設） 
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②中部国際空港から入国する旅行者だけではなく、ゴールデンルートを周遊する旅

行者の取り込みが不十分 
 
○ 全国的にみて、訪日外国人旅行者の訪問地は、ゴールデンルートに含まれる三大都市

圏に集中しています。特に、はじめて日本を訪れる訪日外国人旅行者は、ゴールデンル

ートを周遊する傾向にあると言われます。 

○ また、訪日外国人旅行者のゲートウェイとして、インバウンド全体では成田国際空港、羽

田空港、関西国際空港の利用率は70%を上回る一方で、中部国際空港は 3.4％と低

い水準にあります。 

○ 三重県はゴールデンルートの動線上に立地しておらず、メインゲートウェイ（中部国際

空港）の利用人数も少ないため、今後、ゴールデンルート上を周遊する旅行者に対して、

三重県を経由するルートの認知向上を図りながら、新たな集客ルートを開拓する必要

があります。 

○ なお、関西国際空港は中部国際空港と比べ、就航都市数は約３倍、便数は５倍、入国

者数は６倍の差があります。 
 
図表１4-1 外国人延べ宿泊者数（三大都市圏、地方部）の比較 

 
 

図表１4-2 日本入国時の利用空港 
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図表１4-3 中部国際空港と関西国際空港の就航都市数、便数 

 

 

  

関西国際空港中部国際空港

便数（便）就航都市数（市）便数（便）就航都市数（市）

4545913韓国

1432463台湾

1372351
香港

（マカオ含む）

52531716中国

2129585東南アジア

19500欧州

28371
北アメリカ

（ハワイ含む）

25451
オセアニア

（グアム含む）

12200その他

1,5546331320合計

関西国際空港中部国際空港

945.8154.6入国者数

中部国際空港と関西国際空港の就航都市数、便数
2025年冬ダイヤ（中部国際空港は12月現在）

空港別入国者数（外国人） （万人）

就
航
エ
リ
ア

（出所）出入国在留管理庁「出入国管理統計」より作成

（出所）中部国際空港、関西国際空港プレスリリース等から 

三重県が作成 
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③海外での認知度が低い 

○ 三重県は海外での口コミ量が少なく、十分な認知が形成されていない状態にあります。 

○ 訪日外国人旅行者を対象にした都道府県の認知度に関する調査において、三重県の

認知度は２８．４%で４５位（最下位）に位置していました。 

○ 口コミサイトの投稿数をみると、日本語（日本人）による口コミ件数は中部エリアの平

均より多い反面、外国語の口コミ数は平均よりも低い水準にあります。国内旅行者に

認知される一方、訪日外国人旅行者には認知されていないことがうかがえます。 

 

図表１5-1 訪日外国人 都道府県認知度ランキング（2019年） 

 

 

図表１5-2 トリップアドバイザーに投稿された口コミ数 

 

順位 都道府県 認知度 順位 都道府県 認知度 順位 都道府県 認知度 順位 都道府県 認知度

1 東京都 64.0% 13 愛知県 38.7% 25 埼玉県 32.8% 37 高知県 30.3%

2 大阪府 59.8% 14 静岡県 36.6% 26 鳥取県 32.6% 38 茨城県 30.2%

3 北海道 56.2% 15 鹿児島県 36.6% 27 岡山県 32.2% 39 大分県 30.1%

4 京都府 53.6% 16 長野県 36.1% 28 新潟県 32.1% 40 群馬県 30.0%

5 沖縄県 50.1% 17 兵庫県 35.8% 29 石川県 32.0% 41 滋賀県 29.6%

6 広島県 49.3% 18 熊本県 35.6% 30 山口県 31.8% 42 栃木県 29.5%

7 千葉県 45.7% 19 山梨県 35.4% 31 香川県 31.8% 43 岩手県 29.3%

8 福岡県 43.7% 20 宮崎県 34.5% 32 岐阜県 31.5% 44 島根県 28.6%

9 長崎県 43.4% 21 宮城県 33.9% 33 山形県 31.4% 45 福井県 28.4%

10 神奈川県 42.3% 22 富山県 33.2% 34 和歌山県 31.0% 45 三重県 28.4%

11 福島県 41.4% 23 青森県 33.1% 35 佐賀県 30.5% 45 愛媛県 28.4%

12 奈良県 41.3% 24 秋田県 33.0% 36 徳島県 30.4%

（N=6,000）

（出所）JTB「訪日重点15カ国調査2019」

＜全言語＞ ＜日本語＞ ＜外国語＞

トリップアドバイザーに投稿された口コミ数

（出所）中央日本観光データプラットフォーム「グローバル口コミサイト投稿データ」より作成
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④対象とする国・地域ごとに戦術が定まっていない 

○ 三重県の観光は、国内旅行者の底堅い需要に支えられてきた背景もあり、訪日外国人

旅行者の誘客に向けた具体的な戦略が整理されていない状況にあります。 

○ 県内のステークホルダーの目線をふまえた、重点的に取り組む市場国の設定や施策の

検討が必要であると考えられます。 

 

⑤取組を継続することが必要 

○ 訪日外国人旅行者の誘客成果には長い時間を要するため、継続的な取組はもちろん、

ノウハウを蓄積するしくみを構築する必要性が高まっています。 

○ そのためには、観光行政に精通したスペシャリストの育成を図るとともに、取組の効果

検証を繰り返すことができる体制構築が求められます。 

○ 他方、行政機関の人事異動や出向者中心で運営されるＤＭＯなどの現状の体制は、

人材の流動性が高く、中核的な人材の定着が実現しづらい状態にあります。 

 

先進地へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

県内観光関係者へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

〇継続した取組の重要性 

✓ 行政は数年で部署が変わるため、観光に携わるスペシャリストが少ない。そのた

め、ＤＭＯ組織を強化し、地域観光経営を継続的に行う必要がある（高山市） 

✓ 毎年開催の商談会に出続けており、１０年かけて地道に継続して取り組んできた

ことで現地での定着がみられるなど、手ごたえを感じている（長野県観光機構） 

〇単発ではない取組への期待 

✓ 各団体からファムトリップや商談会などへの声がけはあるが、実施する⽬的は何

か、⽬指す姿は何かを⽰してほしい。その場限りの参加になっており、地域として

の（長期的に）⽬指す姿がみえにくい（宿泊施設） 

✓ ⾃治体や観光団体が主催するファムトリップでは、参加できても限られた時間

で、顔合わせをする時間や営業する時間がない、誘客につながりにくい（旅行企

画業） 
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（３）課題をふまえた三重県の強み・弱み 

課題 三重県の強み 三重県の弱み 

①受入環境 

-宿泊施設 

-アクセス 

-ガイド 

○ 有数の国内観光地であり、基

本的な受入基盤がある 

○ 訪日外国人旅行者対応のため

の環境整備が不十分（外国語

スタッフ、多言語表示、食事対応

など） 

○ 一次交通のわかりにくさ、二次

交通の不足 

○ 地域資源を外国語で届けるガイ

ドの不足 

②ゲート・流動・

周遊 

○ 名古屋・大阪が２時間圏内で

観光圏を形成しやすい 

○ 首都圏、関西圏の双方とルート

接続できる 

○ 中部国際空港に集客を依存し

ている 

○ ゴールデンルートから南下する

ルートを提示できていない 

③認知 ○ 国内外で高い認知を誇る地域

資源が複数ある（伊勢神宮、

熊野古道、鈴鹿サーキット、海

女文化、伊賀流忍者など） 

○ 「三重県」という地名での認知

度は低い 

○ 来訪者が少ないため、口コミ情

報が生成されづらい 

○ アクセスの方法が知られていな

い、または不便である 

④対象市場 ○ 自然体験、文化体験、グルメ、

遊園地など、多様な市場に対

応できる幅広い地域資源が揃

っている 

○ ＤＭＯや事業者の個別の取組

の中で、特定市場に対する成

功事例などが蓄積されつつあ

る 

○ 訪日外国人旅行者の誘客に向

けた具体的な戦略が整理されて

いない 

⑤取組の継続性 ○ 三重県観光部、三重県観光連

盟（都道府県ＤＭＯ）、伊勢志

摩観光コンベンション機構（地

域連携ＤＭＯ）等、多層的な観

光組織が推進の土台となって

いる 

○ 行政機関の人事異動、出向者

中心のＤＭＯの体制により、組織

内にノウハウが蓄積しにくい 

○ 事業者・ＤＭＯ・行政の役割分担

が曖昧で継続した取組を支える

推進主体が不明確になりやすい 
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（４）他地域の取組事例 

①高山市（岐阜県） 

独自ルートを活用した誘客促進 

○ 「北陸・飛騨・信州３つ星街道（※1）」や「杉原千畝ルート（※2）」など、他の自治

体との広域連携による観光ルートを造成し、プロモーションを実施 

※１ 松本、高山、白川郷、五箇山、金沢 

※２ 八百津、敦賀、高山、白川郷、金沢、中津川 

 

 
 

多言語にこだわった情報発信 

○ 多言語観光パンフレット、ホームページ等の充実（ホームページ１１言語、散策マッ

プ１２言語、外国語版総合パンフレットの用意など） 

 

住民を巻き込んだ受入観光の品質向上 

○ 長い期間をかけて、地域全体として訪日外国人旅行者を受け入れる風土を醸成し

ている。高山市民や事業者による自発的な取組や、ホスピタリティ・マインドが生ま

れ、体験価値の向上に寄与 

○ 具体的な成果として、「飛騨高山フードバリアフリー協会」によるムスリムフレンドリ

ーな取組の推進や、飲食店など現場レベルでの英語対応などがある 

 

  

（出所）高山市飛騨高山プロモーション戦略部
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②石川県 

新ゴールデンルート（レインボールート）の造成 

○ ゴールデンルートからの訪日外国人旅行者を取り込む施策として「新ゴールデンル

ート（レインボールート）」を造成しプロモーションに注力 

○ 東京―京都にかけて、アーチ型を描くルート設計により、東京―京都・大阪間を移

動する旅行者にとって、往路または復路のいずれかでも選択できるルートとして訴

求 

○ 「グランド・サークル・プロジェクト（GCP：北陸新幹線沿線自治体連携）」は、連絡

会というゆるやかな連携体を組成 

○ 加盟団体は共通事業のためにミニマム事業費を拠出。また、さらに進んだ取組を実

施したい団体同士は「手上げ方式事業」の中での連携事業も実施 

 

 

スペシャリストの育成 

○ 石川県では観光行政に従事する職員には２０年以上在籍するメンバーもおり、ノウ

ハウ蓄積が進展 

○ 新たに参画する転入者に対しては、セールス資料の作成指導や、国内外セールス

でのＯＪＴなど、ベテラン職員の伴走による実地的な教育指導により、ノウハウ伝承

を推進 

  

（出所）石川県文化観光スポーツ部
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③広島県 

リソースの選択と集中 

○ ターゲット市場設定の考え方として、「やらないことの明確化」「やることの明確化」

「連携する」を重視 

○ リソースに限りがある状態では、全方位的な取組を実施することは困難であるため、

自分たちが取り組む領域を絞り込み。また、外部リソースを積極的に取り込むべく、

タイアップ先との連携に注力 

 

 

戦略的なプロモーション 

○ 「移動を意識したプロモーション」として、広島県を訪れる訪日外国人旅行者がレン

タカーやサイクリングをどのように利用し周遊するかについてプロモーションの段階

で発信 

○ 「体験を意識したプロモーション」として、プロモーション素材の見せ方を工夫。定番

の観光地である原爆ドームや厳島神社を全面に出すのではなく、時間帯別の体験

イメージや、どんな写真が取れそうか（映えるか）といった視点から、プロモーション

を実施 

（出所）広島県観光連盟

メリハリをつけたターゲット設定 タイアップ例

（出所）広島県観光連盟
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４ 具体的な取組方向 

１０年後のめざす姿 

 

 

 

基本的な方針 

○ 本県では、お木曳行事（２０２６～２０２７年）、２０３３年の第６３回神宮式年遷宮に向け

て、県内外から多くの参拝者が訪れることが予想されます。また、将来的にはリニア中

央新幹線の開業による観光流動の活発化や、アジア競技大会・アジアパラ競技大会

（２０２６年）、ワールドマスターズゲームズ２０２７関西（２０２７年）、ＩＲ開業（２０３０年頃

予定）などのイベントも控え、訪日外国人旅行者の増加が期待されています。 

○ 訪日外国人旅行者を受け入れる基盤となる宿泊施設や交通アクセス、ガイド人材など

の受入環境の充実を図り、滞在価値の向上、ひいては観光消費額の増加を図ります。 

○ 一方、時間帯・エリア・交通動線等による混雑の「偏在」である、いわゆるオーバーツー

リズムが全国的な課題となっています。本県においても、国内旅行者をしっかりと受け

入れつつ、オーバーツーリズムを未然に回避しながら訪日外国人旅行者誘客を進め、

訪日外国人旅行者の国・地域の多様化・分散化を図ります。 

○ ＪＮＴＯが設定する重点市場で誘客取組を実施しますが、予算や人員の関係上、データ

に基づき重点的に取り組む市場の絞り込みを行い、県内宿泊施設の繁閑期や市場ご

との特徴をふまえた戦略的なマーケティングを展開します。重点市場としてアジア地域

からは台湾、タイ、シンガポール、欧米豪からはフランス、ドイツ、米国を設定し、将来的

な誘客拡大が期待される開拓市場としてインドネシアおよびインドを設定します。 

○ 三重県は、伊勢神宮や熊野古道など世界的に訴求力のある地域資源を有する一方、

ゴールデンルートの動線上には位置していないことから、ゲートウェイや交通アクセスを

考慮した新たな周遊ルートを確立し、ゴールデンルートを周遊する旅行者など、東京や

大阪から入国する旅行者の取り込みを図ります。 

○ 近隣府県や県内市町・ＤＭＯ、観光関連事業者等と連携しながら、地域が一体となって

取組を推進します。 

○ 訪日外国人旅行者誘客は成果が現れるまで時間を要する一方、取組を中断すると直

ちに減少する特性があることから、取組を充実・継続していくため、人材の確保・育成や

安定的な財源確保の検討など、持続可能な観光行政に向けた推進体制の強化を図り

ます。 

本県の魅力を求めて様々な国・地域からインバウンドが本県を訪れ、人口減少によ
り顕在化した国内旅行者の減少を補い、観光産業が本県経済を支える主要な産
業として持続的に発展している 
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取組の全体像 

○ 本計画では基本戦略として「観光インフラの充実」、「戦略的なマーケティング」、「取

組の充実・継続」の３つを設定し、それぞれに取組方向に基づき、取組を展開します。 
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基本戦略１ 観光インフラの充実 

取組方向（１）快適な滞在環境の整備 

訪日外国人旅行者が安心・安全かつ快適に滞在できる環境整備を推進します。 

 

具体的取組① 高付加価値旅行者向けの上質な宿泊施設の誘致 

○ 上質な宿泊施設の新規立地に向け、「上質な『みえ旅』宿泊施設立地補助金」を活用

し、宿泊事業者や開発事業者の視察対応など、誘致活動に取り組みます。  

【観光振興課】 

 

具体的取組② 宿泊施設・観光施設におけるインバウンド対応の推進 

○ 客室の和洋室化やトイレの洋式化、案内表示の多言語化、災害対応など、宿泊施設・

観光施設の観光インフラの整備を支援します。                     【観光振興課】 

○ 伊勢志摩バリアフリーツアーセンターと連携し、宿泊施設・観光施設に対する「パーソ

ナルバリアフリー基準」による調査や「観光施設における心のバリアフリー認定」の取

得促進、バリアフリーを含むユニバーサルツーリズム対応に関する情報発信を行います。 

【観光振興課】 

 

具体的取組③ 観光防災の推進 

○ 客室の和洋室化やトイレの洋式化、案内表示の多言語化、災害対応など、宿泊施設・

観光施設の観光インフラの整備を支援します。（再掲）               【観光振興課】 

○ 訪日外国人旅行者向けに災害時の対応や情報収集の方法等を啓発するとともに、観

光事業者を対象に、災害時の訪日外国人旅行者への適切な対応や災害への備え等

について周知・啓発を行うなど、観光防災の取組を推進します。       【観光戦略課】 
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取組方向（２）交通アクセスの整備 

訪日外国人旅行者がストレスなく観光地に移動できるよう交通アクセスの整備を推進します。 

 

具体的取組① 二次交通の充実 

○ 観光地における二次交通の充実を図るため、公共ライドシェアの活用を含め、地域の

実情に応じた移動手段の確保を進めます。             【観光振興課、交通政策課】 

○ Ｆ１日本グランプリや神宮式年遷宮関連行事などの機会に、訪日外国人旅行者が円

滑に移動できるよう、公共交通の利便性向上を図ります。 【観光振興課、交通政策課】 

 

具体的取組② 新たな交通アクセスの検討 

○ リニア中央新幹線開業を見据え、訪日外国人旅行者をはじめとする観光交流の拡大

に向けた交通ネットワークの検討を進めます。 【観光振興課、広域交通・リニア推進課】 

○ 主要な空港から県内の観光地へのスムーズなアクセスについて検討するとともに観光

ＭａａＳの活用やルート改善等の検討を進めます。  

【観光振興課、広域交通・リニア推進課】 

 

具体的取組③ ハブ機能を担う駅の利便性向上 

○ 訪日外国人旅行者をはじめ、全ての人が快適に公共交通機関を利用できるよう乗換

環境の改善など、県外を含むハブ機能を担う駅の利便性向上を図ります。 

 【観光振興課、交通政策課】 
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取組方向（３）滞在型周遊観光の推進 

旅行者の滞在・周遊性を高めるため、歴史・文化、食、自然（癒し）等の三重ならではの地域

資源を生かし、広域のブランディングやストーリー性のある滞在価値を創出します。 

 

具体的取組① 周遊促進に向けた滞在価値の創出 

○ お伊勢参りの歴史・文化をふまえたブランディングやストーリー性のある広域の周遊ル

ートの造成に取り組みます。                                     【観光振興課】 

 

具体的取組② ガストロノミーツーリズムの推進 

○ 地域ならではの食や食文化の体験価値を旅行者に提供できるよう、多様な食文化へ

対応しながら本県の強みを生かし、“三重に行かないと体験できない”食に関する高付

加価値旅行商品の造成に取り組みます。                          【観光振興課】 

 

取組方向（４）ガイド人材等の育成・活用促進 

訪日外国人旅行者からの多様なニーズに対応するため、ガイド人材の育成および活用を促

進します。 

 

具体的取組① ガイド人材の育成・活用促進 

○ 高付加価値旅行者の多様なニーズに対応できる観光ガイドの育成に向けた実践的な

講座を実施するとともに、Ｗｅｂサイトへの掲載などによる情報発信により、活躍機会の

創出に取り組みます。                                          【観光振興課】 

○ 都道府県ＤＭＯである三重県観光連盟と連携し、インバウンド向け観光案内人特設サ

イトにおいて、質の高い観光ガイドに関する情報発信などに取り組みます。  

【観光振興課】 
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基本戦略２ 戦略的なマーケティング 

取組方向（１）ゴールデンルートを周遊する旅行者の取り込み 

ゴールデンルートを周遊する旅行者を含め、大阪や東京などから入国する旅行者の取り込

みに向けて、ゲートウェイ（空港）と周遊ルートをふまえたプロモーションを展開します。 
 

具体的取組① 新しい広域周遊ルートの確立 

○ 名古屋から本県を周遊して京都や大阪に向かう新たなルートに名称をつけ、ＦＩＴや旅

行会社等に訴求するための具体的な周遊ルートを造成します。        【海外誘客課】 
 

具体的取組② 他府県と連携したプロモーション 

○ 外国人旅行者の周遊ルートを意識し、近隣府県と連携して広域でのインバウンド誘客

を実施するため、上記の新しい広域周遊ルートの周知もふまえ、広域ＤＭＯである中央

日本総合観光機構や関西観光本部との連携を強化します。          【海外誘客課】 

○ ドライブツーリズムや高付加価値旅行者の誘致など訪日旅行の目的や旅行形態とい

った共通テーマを通した他府県との連携プロモーションを実施します。  【海外誘客課】 
 

具体的取組③ 交通事業者や空港との連携 

○ 本県の観光地と大都市圏から本県へのアクセス情報を徹底的にプロモーションし、本

県を「大都市とセットで訪問できる観光地」としての定着を図るため、名古屋や京都、

大阪といった周辺の大都市から本県へのアクセス手段となる鉄道事業者との連携を

強化します。                                                 【海外誘客課】 

○ 訪日外国人旅行者のほぼ全てが航空機を用いて入国することから、航空会社が有す

る媒体の発信力を活用した情報発信や、多くの訪日外国人旅行者が入国で利用する

空港と連携したプロモーションを実施します。                       【海外誘客課】 
 

具体的取組④ 海外ＯＴＡの活用 

○ 訪日旅行のＦＩＴ化が進むなかで県内での宿泊者数増加を目的として、訪日旅行を検

討する外国人に対して海外ＯＴＡなどを活用し、検索履歴をふまえた本県の情報発信

を行います。                                                 【海外誘客課】 

○ 海外ＯＴＡの利用促進のため、県内事業者に対して海外ＯＴＡに登録されている県内体

験コンテンツの磨き上げや、新規コンテンツの登録・活用促進等のサポートを行い、本

県地域資源の流通拡大を目指します。                            【海外誘客課】 
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取組方向（２）認知度の向上 

訪日旅行の訪問先として三重県が選ばれるために、海外現地における三重県の認知度を

高めるとともに、三重県の地域資源について、訪日旅行を扱う旅行会社の商流に乗せるため

のプロモーションを実施します。 
 

具体的取組① 日本政府観光局（ＪＮＴＯ）と連携した情報発信 

○ 訪日旅行の情報発信で強い発信力を持つＪＮＴＯと連携し、ＪＮＴＯ共同出展における

海外旅行博等への出展や、ＪＮＴＯウェブサイト等の活用を通して、訪日旅行検討層に

対する情報発信を実施します。                                  【海外誘客課】 
 

具体的取組② デジタルを活用した情報発信 

○ 訪日旅行のＦＩＴ化が進むなかで、著名なインフルエンサ―の発信力を活用してＳＮＳ上

での情報発信や番組制作を通した本県の魅力発信を実施することで、本県の飛躍的

な認知度向上を図ります。                                      【海外誘客課】 

○ 名古屋や京都、大阪といったゴールデンルート上の大都市からのアクセスが便利であ

ることを周知するため、本県の地域資源や本県への交通アクセス等をまとめた動画を

作成します。                                                 【海外誘客課】 

○ 本県に興味を持った外国人が観光情報を容易に入手できるようにするため、本県観光

ホームページの多言語化や掲載内容の充実を実施します。           【海外誘客課】 

○ ＡＩによる観光情報の収集や旅行行程の作成が主流になっていくことを見越し、インタ

ーネット上にＡＩから提案されやすい質や量が伴った情報を築盛するとともに、より効果

的な情報発信について調査、研究していきます。                    【海外誘客課】 
 

具体的取組③ 観光・食・物産が一体となったプロモーションの実施 

○ 重点市場において日常的な本県の露出増加を目的として、観光・食・物産が一体とな

ったプロモーションを実施し、本県の認知度拡大と県産品の消費拡大を図ります。 

【海外誘客課】 
 

具体的取組④ 旅行会社等とのコネクションの形成 

○ 重点市場に現地レップ（営業代理人）を設置し、継続的なセールス活動を通した現地

旅行会社やメディア関係者とのコネクションを形成し、本県の認知度向上や送客に取

り組みます。                                                 【海外誘客課】 

○ 国内外での商談会等の開催を通して、県内観光関係者とランドオペレーターを含む国

内外の旅行会社との関係性構築を図り、県内地域資源の流通拡大につなげます。    

【海外誘客課】 
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具体的取組⑤ 国際的なイベントの知名度を活用した認知度の向上 

○ Ｆ１日本グランプリなど国際的に知名度を有する大規模イベントを活用し、本県の認知

度向上を図るとともに、その効果を開催地域のみならず、県内全体へ波及するよう取り

組みます。                                                   【海外誘客課】 
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取組方向（３）重点的に取り組む市場 

○ ＪＮＴＯが定めるビジット・ジャパン重点市場（２３市場）を対象に誘客の取組を実施しま

す。 

○ 県および観光連盟が継続的な現地セールス・レップ設置・ファム招請等を実施する市

場を「重点市場」として設定します。 

また、神宮式年遷宮後を見据え、成長が期待できる市場を「開拓市場」として設定しま

す。 

○ なお、「重点市場」や「開拓市場」以外の市場も、人員・予算の範囲内で機動的にプロ

モーションを実施します。 

    

アジア市場の考え方 

○ 訪日客数が多く、地方エリア訪問希望率およびリピーター率の高い市場の中から、

三重県の地域資源との親和性などをふまえ、「台湾」「タイ」「シンガポール」を重点

市場に設定します。 

 

図表１６ アジア市場の分析 
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バブルのサイズ： 

宿泊者数（全国） 

【データ】 

※リピーター率：観光庁（2024）「インバウンド消費動向調査」の回答者のうち、「日本への来訪回数」について 

「２回以上」と回答した割合 

※地方エリア訪問希望率：JNTO（2023）「VJ重点市場基礎調査」 

※宿泊者数（全国）：観光庁（2024）「宿泊旅行統計調査」 
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   欧米豪市場の考え方 

○ 滞在日数が長く、高付加価値旅行者比率の高い市場であり、初訪日であっても本県

を訪れる可能性のある市場であることから、高額資産保有者数や本県に宿泊する割

合、文化・歴史などの本物志向との親和性をふまえ、「フランス」「ドイツ」「米国」を

重点市場に設定します。 

 

図表１７ 欧米豪市場の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※米国を除いた分布 
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【データ】 

※高額資産保有者数：UBS（2023）「Global Wealth Report」 で推計されている、保有資産 100万$以上の人数 

※三重県の宿泊者シェア：観光庁（2024）「宿泊旅行統計調査」のデータを参考に 

「三重県の宿泊者数÷全国の宿泊者数」を計算 

※宿泊者数（全国）：観光庁（2024）「宿泊旅行統計調査」 

バブルのサイズ： 

宿泊者数（全国） 

バブルのサイズ： 

宿泊者数（全国） 
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開拓市場の考え方 

○ 将来的な訪日需要の拡大が見込まれる市場の中から、経済成長率および高額資産

保有者数の増加動向をふまえ「インドネシア」「インド」を開拓市場に設定します。 

 

図表１８ 開拓市場の分析 
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【データ】 

※実質 GDP成長率（2024）：IMF統計に基づく各国の実質ベース GDP成長率。GDP成長率は GDP（国内総生産）の 

対前年比伸び率のこと（経済成長率）。「実質ベース」は名目 GDPから物価変動による増減分を取り除いたもの。 

※訪日外客数増減率：JNTO「訪日外客統計」を参考に、2019年→24年にかけての増減率を計算 

※高額資産保有者数：JNTO「訪日旅行データハンドブック」に記載されている、100万$以上の「高額資産保有者数」 

（原典：ユーロモニターインターナショナル） 

成長市場は以下の条件により選出 
IMFの定義で「先進国」に該当しないかつ、 
JNTOによる「市場別マーケティング戦略の概要」で市場成熟度が「低」に該当 

バブルのサイズ： 

高額資産保有者数 
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重点市場① 台湾 
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重点市場② タイ 
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重点市場③ シンガポール 
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ン
 
 
 
 
 
 
等
へ
の

参
 
を
 
し
た
ネ
 
ト
 
ー
ク
の
 
 

 
イ
ン
フ
ル
 
ン
 
ー
等
を
 
 
し
た
 
 
 
 

 
 
道
・
空
港
・
 
空
事
業
者
等
と
 
 
し
た
本
県
観
光
 
 
の
マ
ー
 
 
ィ
ン
 

 
県
内
 
 
 
・
市
 
と
 
 
し
た
高
 
 
 
 
旅
行
者
 
の
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
か
、
北
海
道
、
 
馬
、
 
川
 
、
 
山
 

部
と
い
 
た
「
 
 
 
 
 
 
」
を
 
 
た
 
 
ル
ー
ト

 
人
 
で
 
る

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三
重
県
な
ら
で
は
の
 
 
・ 
化
 
食
に
 
 
、
大
阪
 
京
都
、
 
 
 
か
ら
 
 
に
ア
ク
セ
ス
で
き
 
 
 
観

を
 
し
 
る
ス
 
 
ト
を
 
 
 
 
 
る
 
 
 
 
 
に
 
た
 
 
は
、
 
 
ア
ク
セ
ス
の
 
 
 
セ
 
ト
で
 
 
し
、

都
市
と
セ
 
ト
で
訪
 
で
き
る
特
 
 
る
地
方
観
光
地
の
 
 
を
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高
 
 
 
 
旅
行
を
 
 
 
地
旅
行
 
 
に
対
し
 
、
三
重
県
が
 
 
 
 
 
 
統
、
 
か
な
 
 
 
観
等

を
 
 
 
た
地
域
 
 
 
、
県
内
の
宿
泊
施
設
等
に
関
 
る
観
光
 
 
を
 
 
 
る
 
と
で
、
リ
ト
リ
ー
ト
の
観

 
か
ら
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
行
 
 

4
0
4
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
 
1
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

9
 
 

4
 

 
 
  
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

 
 
 

リ
ピ
ー
 
ー
率

9
 0
泊

平
均
泊
数

2
 0
0
4
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
シ
ン
 
 
ー
ル
国
籍
 
 
者
の
 
 
以
 
が
訪
日
旅
行
 
 
の
 
る
リ
ピ
ー
 
ー
中
 
の
成
 
市
 
で
 
り
、
地
方

の
認
知
、
訪
 
率
 
高
い
 
と
か
ら
、
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
 
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
 
を
 
調
し
、
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
る
 

 
 
  
率
が
高
い
市
 
で
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
に
よ
り
、
本
県
の

認
知
度
向
 
に
向
 
た
取
 
を
行
 
 

 
 
方
で
、
旅
行
 
 
を
 
し
 
訪
日
旅
行
を
手
 
 
る
 
 
 
 
 
 
 
る
た
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
1
人
 
た
り
の
 
目
 
 
 
が
高
 
、
訪
日
旅
行
で
の
観
光
消
費
 
 
大
き
い
 
向
が
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
を
 
る
 

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
 
年
)」
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重点市場④ フランス 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
賀
 
 
者
、
 
 
神
宮
、
熊
野
 
道
、

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海
 
 
化
、
 
 
 
 
体
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
岩
、
 
 
 
、
 
目
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

2
 
0
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

9
 
 

 
 

 
 
 0
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

2
 
 

リ
ピ
ー
 
ー
率

1
 
  
泊

平
均
泊
数

1
  
 
 
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
で
、
本
 
の
体
 
 
 
 
の

 
 
を
 
 
ら
 
る
 
所
で
 
 
 
、
 
動
の
 

 
は
 
し
 
な
い

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
の
訪
日
旅
行
者
が
本
県
を
 
 
 
る
よ
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 

調
し
な
が
ら
本
県
の
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
 
 
 
 
統
 
化
等
の
本
 
体
 
へ
の
 
 
・
関
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
 
に
出
し
 
 
客
を
 
る
 

 
 
 
 
 
、
 
ス
 
ィ
ナ
 
ル
 
ー
リ
 
ム
へ
の
 
 
が
高
 
 
 
 
り
、
か
 
地
域
 
 
と
の
 
 
に
関
 
を
示
 

 
向
が
 
る
 
と
か
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
の
観
 
か
ら
 
 
 
 
る
 

 
旅
行
 
で
の
消
費
 
が
高
い
 
向
が
 
り
、
 
度
 
成
 
 
る
と
 
 
的
に
 
ア
ー
が
 
行
 
 
、
か
 
 
ア
ー

の
 
行
率
が
高
い
な
 
の
 
リ
 
ト
が
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
 
と
 
、
 
者
 
 
 
、
熊
野
 
道
 
 
 
な
 
本
県
な
ら
で
は
の
地

域
 
 
を
 
か
し
た
 
化
体
 
な
 
で
 
 
 
る

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
目
 
 
 
 
な
 
 
か
な
 
 
が
 
り
な
 
 
日
 
の
中
で
リ
フ
レ
 
シ
 
 
る
と
と
 
に
、
海
 
 

 
体
 
な
 
に
よ
る
地
域
に
 
り
 
 
 
体
 
で
 
 
 
る

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
 
年
)」

 
 
地
レ
 
プ
を
設
 
し
、
旅
行
 
 
 
 
 
ィ
ア
向
 
の
マ
ー
 
 
ィ
ン
 
 
 
 
 

 
等
へ
の
参
 
を
 
し
た
ネ
 
ト
 
ー
ク
の
 
 

 
 
道
・
空
港
・
 
空
事
業
者
等
と
 
 
し
た
本
県
観
光
 
 
の
マ
ー
 
 
ィ
ン
 

 
 
 
県
 
県
内
 
 
 
・
市
 
と
の
 
 
を
 
し
た
高
 
 
 
 
旅
行
者
の
 
 

 
福
 
 
 
旅
行
の
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重点市場⑤ ドイツ 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
と
な
 
 
い
る

 
 
 
 
 
 
 

 
平
均
泊
数
は
長
い
 
向
が
 
る
が
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
以
外
の
地
域
に
 
い
 
知
ら
な
い
人
が
多
 
、
本
県

の
地
域
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
調
し
た
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
 
か
な
 
 
 
そ
の
中
で
 
施
 
る
ハ
イ
 
ン
 
等
の
ア
ク
 
ィ
 
 
ィ
の
 
ー
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
と
し
 
 
 
化
を
 
る
な
 
、

 
  
に
対
 
る
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
 
 
 
る
 

 
 
国
と
は
 
な
る
日
本
の
 
化
 
 
神
 
へ
の
関
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
そ
 
ら
の
本
 
に
 
 
ら
 
る
地
域
 

 
等
に
 
い
 
、
 
 
 
 
の
際
に
よ
 
 
 
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
行
 
 

 
 
 
 
 、
 
ス
 
ィ
ナ
 
ル
 
ー
リ
 
ム
へ
の
 
 
が
高
 
 
 
 
り
、
そ
の
 
地
の
 
ら
し
体
 
へ
 
関
 
を
示
 

 
向
が
 
る
 
と
か
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
の
観
 
か
ら
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大
都
市
以
外
の
知
 
度
は
高
 な
い
 
と
か
ら
、
「
日
本
人
の
 
の
 
る
 
と
」
と
言
 
 
る
 
 
神
宮
 
、
 
 

 
 
に
 
 
 
 
 
い
る
 
 
道
で
 
る
熊
野
 
道
 
 
 
な
 
、
日
本
人
の
 
神
 
が
 
い
知
 
る
地
域

 
 
に
 
い
 
、
 
 
な
 
 
を
行
 
 
と
を
 
 
し
な
が
ら
 
 
 
 
を
行
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海
 
 
 
体
 
 
 
 
 
 
体
 
な
 
、
三
重
県
な
ら
で
は
の
地
域
の
人
と
 
 
で
き
る
地
域
 
 
を
中
 

と
し
た
 
  
 
向
 
の
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
行
 
 

2
 
 
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

9
 
 

 
 

 
 
  
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

2
 
 

リ
ピ
ー
 
ー
率

1
 
 2
泊

平
均
泊
数

1
 0
 
0
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
神
宮
、
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
県
内
 
地
の
旅
館

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
熊
野
 
道
 
 
 

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
 
年
)」

 
 
地
レ
 
プ
を
設
 
し
、
旅
行
 
 
 
 
 
ィ
ア
向
 
の
マ
ー
 
 
ィ
ン
 
 
 
 
 

 
等
へ
の
参
 
を
 
し
た
ネ
 
ト
 
ー
ク
の
 
 

 
 
道
・
空
港
・
 
空
事
業
者
等
と
 
 
し
た
本
県
観
光
 
 
の
マ
ー
 
 
ィ
ン
 

 
県
内
 
 
 
・
市
 
と
の
 
 
を
 
し
た
海
を
 
な
が
ら
 
 
熊
野
 
道
な
 
 
か

な
 
 
を
 
か
し
た
マ
ー
 
 
ィ
ン
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重点市場⑥ 米国 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
地
レ
 
プ
を
設
 
し
、
旅
行
 
 
 
 
 
ィ
ア
向
 
の
マ
ー
 
 
ィ
ン
 
 
 
 
 
 
等
へ
の
参
 

を
 
 
た
ネ
 
ト
 
ー
ク
の
 
 

 
日
本
と
の
 
 
・
 
客
数
の
 
 
に
 
 
た
中
長
 
的
な
 
 
に
 
と
 
き
、
西
海
 
か
ら
東
海

 
へ
と
セ
ー
ル
ス
圏
を
 
大

 
 
道
・
空
港
・
 
空
事
業
者
等
と
 
 
し
た
本
県
観
光
 
 
の
マ
ー
 
 
ィ
ン
 

 
 
 
的
に
 
 
 
の
 
る
 
 
ィ
ア
を
 
 
し
た
 
  
 
向
 
 
 
 
 

 
 
 
県
 
県
内
 
 
 
・
市
 
と
の
 
 
を
 
し
た
高
 
 
 
 
旅
行
者
の
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
と
な
 
 
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
が
東
京
・
大
阪
に
 
ら
 
 
い
る
 
と
を
 
 
 
、
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ス
本
県
を
 
 
し
 
 
ら
 
よ
 
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

 
 
し
な
が
ら
本
県

の
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
本
 
の
日
本
 
化
体
 
、
リ
ト
リ
ー
ト
旅
の
 
ー
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ス
ト
ー
リ
ー
を
 
 
 
な
が
ら
 
 
 
 
を
行
 
 

 
高
 
 
 
 
 
者
数
が
 
 
 
多
の
市
 
で
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
重
 
 
ー

マ
に
設
 
し
、
 
地
旅
行
 
 
と
の
 
ネ
ク
シ
 
ン
形
成
を
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
 
る
 
と
か
ら
、
 
的
な
セ
ー
ル
ス
を
行
 
た
 
 
で
、
三
重
県
へ

の
 
客
 
向
が
 
い
ト
ラ
ベ
ル
ア
ド
バ
イ
 
ー
の
 
り
 
 
を
行
 
 
日
本
と
の
 
 
・
 
客
数
に
 
 
 
、
 
 
は
 
 

 
 
 
セ
ー
ル
ス
に
 
手
し
、
年
度
 
と
に
セ
ー
ル
ス
圏
を
 
 
 
 
と
広
 
る
 

 
 
国
は
 
 
の
 
 
 
 
の
中
 
地
で
 
り
 
 
 
の
高
い
 
体
が
数
多
 
 
 
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
 
と
 
、
 
 
神
宮
 
 
賀
 
 
者
、
熊
野
 
道
 
 
 
な
 
本
県

な
ら
で
は
の
地
域
 
 
を
 
か
し
た
 
化
体
 
な
 
で
 
 
 
る

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
東
 
 
地
域
な
 
 
か
な
 
 
が
 
り
な
 
 
日
 
の
中
で
リ
フ
レ
 
シ
 
 
る
 
と
を
目
的
と
し

た
「
ウ
 
ル
ネ
ス
」
「
リ
ト
リ
ー
ト
」
を
 
 
し
た
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
 
施
 
る

1
  
2
9
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

1
  
万
人
泊

(全
国
 
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

9
 
 

 
 

 
 
  
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

 
0
 

リ
ピ
ー
 
ー
率

1
0
  
泊

平
均
泊
数

9
 0
1
1
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
阪
 
、
 
の
 
し
 
 
、
海
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
神
宮
、
 
賀
 
 
者
、
海
 
 
化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
鹿
 
ー
 
 
ト
（
 
1
）

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
 
年
)」
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開拓市場① インドネシア 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 

 
訪
日
旅
行
の
取
 
 
 
が
 
富
で
地
方
 
客
に
関
 
が
高
い
旅
行
 
 
を
中
 
に
、
 
地
で

の
セ
ー
ル
ス
、
セ
 
ナ
ー
・ 
 
 
を
 
施
し
、
 
ア
ー
 
成
・
 
客
を
 
る
 

 
  
 
 
な
 
と
 
 
し
な
が
ら
、
市
 
の
動
向
 
 
 
 
向
、
 
 
的
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
等
の
 
 
し

た
 
 
を
行
 
 

 
食
の
 
 
 
、
 
 
 
の
 
 
へ
の
対
応
 
の
 
 
を
 
 
 
 
 
 
施
設
の
 
大
を
 
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
高
 
 
 
い
る
 
 
た
、
 
 
 
ア
ー

 
 
 
 
 
る
な
 
、
 
 
に
地
方
の
認
知

度
 
高
 
 
 
い
る

 
 
 
 
 
 
 

 
海
外
旅
行
 
 
 
者
が
多
数
を
 
 
る
 
の
の
、
 
 
の
 
 
成
長
に
 
い
、
 
 
と
 
に
旅
行
 
 
の

 
大
が
 
 
 
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
施
 
る
 

 
 
 
 
が
東
京
に
 
ら
 
 
い
る
 
と
を
 
 
 
、
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ス
本
県
を
 
 
し
 
 
ら
 
よ
 
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
 
 
し
な
が
ら
、
本
県
の
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
訪
日
旅
行
の
 
リ
 
ー
ム
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
行
 
 

 
旅
行
 
 
を
 
 
 
る
訪
日
旅
行
者
が
多
い
た
 
、
訪
日
旅
行
の
取
 
 
 
が
 
富
で
、
そ
の
中
で
 
地
方

へ
の
 
客
に
関
 
が
高
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
と
 
に
、
旅
行
 
 
ス
 
 
フ
の
本
県

の
観
光
 
 
に
関
 
る
知
 
向
 
に
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
等
に
よ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
所
の
 
 
 
観
（
 
葉
・
 
 
 
）
、

な
 
な
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
ナ
 
シ
マ
リ
 
ー
ト
、
 
鹿
 
ー
 
 
ト
、

 
 
ス
 
イ
ン
 
、
鳥
 
 
 
館

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ジ
ャ
 
ド
リ
ー
ム
長
島

2
0
1
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

 
 
 

1
2
 

 
 
 1
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

 
1
 

リ
ピ
ー
 
ー
率

 
  
泊

平
均
泊
数

1
 1
0
9
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
 
年
)」

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
 
と
 
、
 
鹿
 
ー
 
 
ト
 
 
賀
 
 
者
、
 
 
所
 
ー
プ
ウ
 
イ
な
 

本
県
な
ら
で
は
の
地
域
 
 
 
 
 
の
 
観
な
 
を
 
 
 
る
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  開拓市場② インド 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
海
外
旅
行
 
 
 
者
が
多
数
を
 
 
る
 
の
の
、
 
 
の
 
 
成
長
に
 
い
、
 
 
と
 
に
旅
行
 
 
の

 
大
が
 
 
 
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
施
 
る
 

 
訪
日
旅
行
の
 
リ
 
ー
ム
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
行
 
 

 
旅
行
 
 
を
 
 
 
る
訪
日
旅
行
者
 
多
い
た
 
、
旅
行
 
 
と
の
関
 
の
 
 
・
 
化
を
 
る
と
と
 
に
、

旅
行
 
 
ス
 
 
フ
の
本
県
の
観
光
 
 
に
関
 
る
知
 
向
 
に
 
 
る
 

 
 
市
 
と
 
 
 
 
 
 
等
に
よ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

  
 
 

1
 
 
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
1
位
)

 
 
三
重
県

 
 
2
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
  

団
体

旅
行
形
 

 
9
 

2
1
 

 
 
 9
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

1
 
 

リ
ピ
ー
 
ー
率

1
0
 0
泊

平
均
泊
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
賀
 
 
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
所
等
の
 
 
の
 
観
（
 
葉
・
 
 

 
）
、
な
 
な
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
他
、
 
 
 
 
の
 
 
で
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
 
年
)」

 
  
 
 
な
 
と
 
 
し
な
が
ら
、
市
 
の
動
向
 
 
 
 
向
、
 
 
的
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
等
の
 

 
し
た
 
 
を
行
 
 

 
食
の
 
 
 
、
 
 
 
の
 
 
へ
の
対
応
 
の
 
 
を
 
 
 
 
 
 
施
設
の
 
大
を
 
る
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重点市場におけるインバウンドカレンダー 

 

○ 台湾は他の国・地域と比較し、季節による訪日外客数の増減は少ないですが、１～２月に

ある春節は増加し、６～８月の夏に訪日外客数のピークとなります。 

○ タイ、シンガポールは秋から冬にかけて訪日外客数のピークとなり、加えてタイは春のソン

クラーン（旧正月）の時期も訪日外客数が多くなります。一方、夏の時期は訪日外客数が

少ないです。 

○ フランス、ドイツは春（桜のシーズン）と秋（紅葉のシーズン）に訪日外客数が多くなり、フ

ランスは７月も増加します。 

○ 米国はフランス、ドイツと同様の傾向がありますが、学校が夏休みとなる６月に訪日外客

数のピークとなります。 

 

 

図表１９ 重点市場におけるインバウンドカレンダー（２０２５年の訪日外客数を参考に作成） 
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取組方向（４）市場横断的な取組 

オーバーツーリズム回避の観点もふまえ、県内での観光消費額増大を目的に高付加価値

旅行者層の誘客や、県内への波及効果が大きいＭＩＣＥや産業観光を誘致します。 

 

具体的取組① 高付加価値旅行者層の誘客促進 

○ より大きい観光消費額が期待できる高付加価値旅行者層が多いとされる欧米市場に

現地レップ（営業代理人）を設置し、旅行会社へのセールスや商談会等を通した本県

の魅力発信を行います。                                       【海外誘客課】 

○ 本県の認知度向上を目的に、情報発信の中心地と言われる米国において高付加価値

旅行者層へのリーチを見込める媒体を活用して本県特有の伝統や歴史・文化、自然

等の情報発信を行います。                                     【海外誘客課】 

○ 観光庁の「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりモデル観光地」に選

定されている伊勢志摩エリアと紀伊山地エリアと連携した広域でのプロモーションを

実施します。                                                 【海外誘客課】 

○ 一度造成されると高い確率で催行され、かつ訪問先での高い消費額が見込めるフラ

ンスの福利厚生旅行のさらなる誘致を目的としたプロモーションを実施します。 

                                                              【海外誘客課】 

 

具体的取組② ＭＩＣＥ誘致の促進 

○ 国際会議をはじめ、海外からの参加者を含んだ企業ミーティングや報奨・研修旅行と

いったＭＩＣＥの県内開催について、ＭＩＣＥ誘致促進の補助金制度の活用や会場提案、

関連事業者の紹介等の開催支援を、関係機関と連携して実施します。  【海外誘客課】 

○ ＭＩＣＥ誘致のレップ（営業代理人）によるセールスや商談会への参加、地元大学等県

内高等教育機関へのセールス活動を通じ、ＭＩＣＥ誘致におけるキーパーソンとの関係

構築に努めるとともに、ＭＩＣＥ開催における三重県の優位性をＰＲします。 

【海外誘客課】 

 

具体的取組③ 産業観光の誘致促進 

○ 三重県産業観光推進協議会と連携し、海外の企業経営者層が日本企業の見学等を

通じて学びを得る研修旅行の誘致促進を図るため、国内外の商談会やセミナー等の

開催を通じ、キーパーソンとなるエージェントとのネットワーク構築に取り組みます。また、

産業観光の県内普及を図るため、企業訪問や説明会の開催等に取り組み、見学等受

入企業のさらなる拡大を進めます。                              【海外誘客課】 
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取組方向（５）データマーケティングの基盤整備 

各種インバウンドに関するデータの収集を行うとともに、データに基づく戦略的なマーケティ

ングを実施します。 

 

具体的取組① データに基づく観光マーケティング 

○ 属性、県内での立ち寄り地などインバウンドの動態、県内宿泊事業者のインバウンドの

受入状況等のマーケティングとマネジメントに関するデータの取得に取り組み、データ

に基づいた観光マーケティングを実施します。                      【観光戦略課】 
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基本戦略３ 取組の充実・継続 

取組方向（１）観光人材の確保・育成 

継続的なインバウンド誘客を行うため、観光地経営の司令塔としての役割を担うＤＭＯとの

連携を強化し、ＤＭＯの組織内にインバウンド誘客に関するノウハウを蓄積します。また、観光産

業の従事者の確保・育成に努め、持続的な観光地づくりに向けた受け入れ態勢の確立と向上

を図ります。 

 

具体的取組① 推進体制の強化 

○ 本県および三重県観光連盟内においてインバウンド誘客業務に従事する職員の育成

や、旅行会社や県内観光関係事業者等とのコネクションの構築・継承に努めます。 

【観光振興課、海外誘客課】 

○ 観光産業における生産性向上や、人材戦略の構築支援による観光産業の従事者の確

保・育成・定着を通じて、観光関連事業者の経営基盤の強化を図ります。 

 【観光戦略課】 

○ 都道府県ＤＭＯである三重県観光連盟が、インバウンド向けプロモーション、データマ

ーケティング、地域ＤＭＯ等への支援を着実に実施できるよう基盤強化に取り組みます。                            

【観光振興課】 

○ 行政展開方針や統計データの収集・提供、地域間交流を伴う事業や実証的に行う新

規市場調査等、民間での対応が困難であるが実施する必要がある業務は本県、一定

程度成熟した市場へのアプローチなど、民間事業者等が裨益する取組のうち、全県で

実施する方が効果的な業務は三重県観光連盟が主体的に行うなど、役割分担を通し

た効果的なマーケティングに取り組みます。             【観光振興課、海外誘客課】 

 

取組方向（２）安定的な財源確保の検討 

継続的なインバウンド誘客のために必要となる財源について、他自治体等の事例も参考に

検討を行います。 

 

具体的取組① 観光振興にかかる安定的な財源確保の検討 

○ みえインバウンド誘客計画検討有識者会議において有識者から意見があった継続的

なインバウンド誘客に必要となる安定的な財源の確保については、全国や県内の事例

をふまえ、県内市町や観光関連事業者の声を丁寧に伺いながら検討を進めます。  

【観光戦略課】 
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５ 計画の進行管理 

（１）数値目標設定の考え方 

○ 本計画における数値目標は、「１０年後のめざす姿」に掲げる、オーバーツーリズムを未然

に回避しつつ多様な国・地域からの誘客を実現し、観光産業が本県経済を支える主要産

業として持続的に発展する姿の実現に向け、訪日外国人旅行者誘客の「量」と「質」の両

面から成果を把握する観点をふまえて設定します。 

○ 計画の目標については、訪日外国人旅行者数の単純な増加のみを追求するのではなく、

滞在の質や地域経済への波及効果を重視する観点から、「外国人延べ宿泊者数」と「外

国人県内消費単価（宿泊者のみ）」、および「外国人県内消費額（宿泊者のみ）」を設定

します。これにより、誘客規模の拡大とあわせて、消費額の増加といった経済的な効果を

評価することとします。 

○ 本計画では、ゴールデンルートからの誘客や本県を含む新たな周遊ルートの確立により

周遊性の向上を図るとともに、宿泊施設や交通アクセス、ガイド人材等の観光インフラの

整備を進めることとしています。その際、２０３３年の神宮式年遷宮に向け、国内旅行者の

増加が見込まれる中、国内外の旅行需要のバランスをふまえた受入環境の最適化が重

要となります。 

○ これらの取組の進展状況や受入環境の適正な水準を把握するため、モニタリング指標と

して、「外国人平均泊数」、「外国人延べ宿泊者に占める重点６市場の割合」、「宿泊施設

稼働率」、「観光従事者満足度」、「住民満足度」および「外国人旅行者満足度」を設定

します。 

○ 外国人平均泊数は県内での滞在型周遊観光の促進にかかる施策の成果を把握する観

点から、モニタリング指標として設定します。 

○ 外国人延べ宿泊者に占める重点６市場の割合は本県が重点市場として設定する６市場

における取組の成果を把握する観点から、モニタリング指標として設定します。 

○ 宿泊施設稼働率については、訪日旅行者と国内旅行者双方の需要動向をふまえた受入

余力や需給バランスを把握する観点からモニタリング指標として設定します。 

○ 観光従事者満足度については、観光人材の確保、定着を図る観点から、労働環境や働き

がいなどを把握するモニタリング指標として設定します。 

○ 住民満足度は観光振興と地域住民の生活の質の確保との両立を図る観点からモニタリ

ング指標として設定します。 

○ 外国人旅行者満足度は、本県を訪れる外国人旅行者が快適に観光を楽しんでもらうた

めの受入れ環境や基盤の充実を把握する観点からモニタリング指標として設定します。 
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【目標項目の一覧】 

項目 現状値 目標値 

２０２５ ２０３１ 

目
標 

外国人延べ宿泊者数※１ 

 

３７．２ 

（速報値）    万人泊 

７５．０ 

万人泊 

外国人県内消費単価 

（宿泊者のみ）※２ 

9.3 

万円 

10.2 

万円 

外国人県内消費額 

（宿泊者のみ）※３        

238.5 

      億円 

530 

億円 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標 

外国人平均泊数※４ 
１．４５ 

（速報値）          泊 
― 

外国人延べ宿泊者に占める重点

６市場の割合※５ 

31.0 

（速報値）          ％ 
― 

宿泊施設稼働率※６ 
５７．３ 

（速報値）          ％ 
― 

観光従事者満足度※７ 
64.4 

％ 
― 

住民満足度※８ 
２０２４年 ５４．９ 

％ 
― 

外国人旅行者満足度※９ 

２０２５年秋・冬期調査 

９３．８（３２．６） 

％ 

― 

 

※１ 観光庁「宿泊旅行統計調査」における外国人延べ宿泊者数（施設所在地別）を参照 

    なお、１０年後（２０３５年）における外国人延べ宿泊者数を１００万人（現状比２．７倍）に 

することを目標とする 

※２ 県「観光レクリエーション入込客数推計書」、県「観光客実態調査」、観光庁提供データ

より算出 

※３ 観光庁「宿泊旅行統計」より外国人実宿泊者と外国人県内消費単価（宿泊者のみ）より

算出  

※４ 観光庁「宿泊旅行統計調査」より外国人延べ宿泊者数と外国人実宿泊者数の数値から

算出 

※５ 観光庁「宿泊旅行統計調査」における重点６市場（台湾、タイ、シンガポール、フランス、ド

イツ、米国）の延べ宿泊者数が全体の外国人延べ宿泊者数に占める割合 

※６ 観光庁「宿泊旅行統計調査」における客室稼働率（施設所在地別）を参照 
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※７ 三重県が実施する県内宿泊施設従業員を対象とした独自アンケート調査にて、「インバ

ウンド観光客が増えることにより、自身の業務にどのような効果や影響があるか」といった

設問を設け、「やりがいや知識の向上」や「待遇や給与の向上」など、プラスの効果があ

ると回答した割合を指標として把握 

※８ 三重県「みえ県民１万人アンケート」にて、「インバウンド観光客が増えることにより、どの

ような効果や影響があると思うか」といった設問を設け、「経済活性化や働く場の増加」や

「地域のにぎわいの向上」など、プラスの効果があると回答した割合を指標として把握 

※９ 県独自のインバウンド実態調査で「観光した結果、この観光地はあなたの期待通りでし

たか。」に対し、「期待以上だった」、「期待通りだった」、「どちらかといえば期待通りだった」

と回答した割合（かっこ書き内は「期待以上だった」と回答した割合） 

（２）計画の進行管理 

○ 本計画は、２０２６年度から２０３１年度までの６年間を計画期間としており、県内観光関係

者等と連携し、訪日外国人旅行者の受入基盤となる宿泊施設や交通、ガイド人材などの

観光インフラの充実やデータに基づく戦略的なマーケティングを図ることで、県内外国人

の延べ宿泊者数や消費額の増加を進めるものです。 

○ 一方で、インバウンド市場は短期間にさまざまな変化が生じるため、計画に位置付けた各

取組は１年単位で実行し、実施効果を点検した上で、必要に応じて改善していく仕組みが

必要となります。 

○ そのため本計画は、三重県観光振興基本計画等をふまえながら、「策定」から「実施」、

「評価」、「見直し」のＰＤＣＡサイクルに基づき、単年度ごとに取組の進行管理を行います。

また、２０２８年度中に中間評価を行い、必要に応じて中間見直しを行います。 
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図表２０ 進行管理スケジュール 

 

 

（３）実施体制 

○ 計画全体や計画に位置付けた取組の実施にかかる進行管理、事業評価等は、みえインバ

ウンド誘客計画検討有識者会議における意見等をふまえ、取組の改善や、計画全体の見

直しを検討するものとします。 

 

 

 


